
14

原始
古代

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）、
矢
田
野
エ

ジ
リ
古
墳
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
多
く
の

埴
輪
が
発
見
さ
れ
た
。
六
世
紀
前
半
に
築
造

ぜ
ん
ぽ
う

さ
れ
た
こ
の
古
墳
は
、
全
長
三
〇
�
の
前
方

こ
う
え
ん
ふ
ん

ふ
ん
き
ゅ
う

後
円
墳
で
あ
る
が
、
墳
丘
が
失
わ
れ
て
い

た
た
め
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
ゅ
う
こ
う

埴
輪
は
周
溝
内
で
破
片
と
な
っ
て
発
見

さ
れ
た
が
、
接
合
・
復
元
作
業
に
よ
っ
て
、

は
に

わ

矢
田
野
エ
ジ
リ
古
墳
の
埴
輪
群
像

4

発掘された矢田野エジリ古墳（昭和63年撮影、小松市埋蔵文化財センター提供）

人を乗せた飾り馬と馬飼（小松市埋蔵文化財センター所蔵） 人物2体と馬1体
でセットとなる埴輪で多くの馬具を着けた飾り馬が主役である。

／北國新聞社／２１０７５３　図説小松／本文／原始・古代  2010.11.13 00.47.37  Page 14 



原
始
・
古
代

15

人
物
埴
輪
一
二

体
、
動
物
埴
輪

え
ん
と
う

二
体
、
円
筒
埴

輪
約
五
〇
点
が

姿
を
現
し
た
。

こ
の
う
ち
人
を

乗
せ
た
飾
り
馬

う
ま
か
い

と
馬
飼
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
埴

輪
は
全
国
初
の

発
見
で
、
こ
れ

を
含
め
た
三
〇

点
の
埴
輪
が
平

成
九
年
（
一
九

九
七
）
に
国
の

重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。

人
物
埴
輪
の

う
ち
種
類
が
わみ

か
る
の
は
、
巫

こ女
と
馬
飼
で
あ

る
。巫
女
は「
古

墳
島
田
」
と
呼

ば
れ
る
折
り
返

し
た
髪
型
で
、
祭
服
を
ま
と
っ
て
い
る
。
馬

た
づ
な

飼
は
、
右
手
を
挙
げ
て
手
綱
を
持
つ
姿
を
し

て
お
り
、
馬
と
一
体
に
な
る
埴
輪
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
の
人
物
埴
輪
は
、
左
手
を
挙
げ

て
ん
か
ん

た
女
性
、
三
角
帽
の
男
性
、
天
冠
の
男
性
、

ひ
ざ
ま
ず
く
男
性
で
、
手
を
挙
げ
た
女
性
や

ひ
ざ
ま
ず
く
男
性
は
儀
礼
的
な
姿
に
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
埴
輪
は
、
行
列
や
群
像
と
し
て

墳
丘
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
古
墳
に
葬
ら

れ
た
首
長
が
生
前
に
行
っ
た
「
ま
つ
り
（
祭

儀
）」
の
よ
う
す
を
表
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
首
長
権
の
継
承
儀
式
の
よ
う
な
、

首
長
が
生
前
に
行
っ
た
最
も
重
要
な
「
ま
つ

り
」
と
考
え
ら
れ
る
。

手
を
前
に
出
す
巫
女
は
、
首
長
に
祭
具
を

捧
げ
る
姿
で
あ
ろ
う
。
左
手
を
挙
げ
た
女
性

は
、
巫
女
の
背
後
に
仕
え
、
手
に
は
祭
具
を

持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ひ
ざ
ま
ず
く

男
性
は
首
長
の
側
近
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

飾
り
馬
は
こ
れ
ら
人
物
群
の
背
後
に
置
か
れ

て
、
首
長
の
権
威
や
財
力
を
誇
示
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

（
三
浦
純
夫
）

4

さまざまな人物埴輪（小松市埋蔵文化財センター所蔵） 男性と女性、立像と坐像の違いがあり、男性は天冠か帽子の被り物で、女性は髷を
結っている。

／北國新聞社／２１０７５３　図説小松／本文／原始・古代  2010.11.13 00.47.37  Page 15 


